
た 

が
た 

　
大
学
時
代
、
民
俗
学
の
サ
ー
ク
ル
で
千
葉
県
の
あ

る
小
さ
な
農
村
に
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
に
出
か
け

た
際
、
正
月
行
事
の
聞
き
書
き
で
、「
か
つ
て
は
、
正

月
飾
り
と
し
て
女
性
と
男
性
の
生
殖
器
を
野
菜
で
作

っ
て
い
た
が
、
教
育
上
問
題
が
あ
る
と
の
話
に
な
り
、

松
や
蓬
莱
の
飾
り
も
の
に
変
わ
っ
た
」
と
聞
い
た
。
若

き
日
の
私
に
と
っ
て
、
性
器
が
正
月
飾
り
と
い
う
話

は
驚
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
時
代
に
よ
っ
て
消
滅

し
た
こ
と
に
も
興
味
を
覚
え
た
。
性
の
習
俗
は
恥
じ

ら
い
と
は
異
な
る
次
元
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
な

ぜ
す
た
れ
た
の
か
。 

　
私
が
経
験
し
た
村
で
は
衰
退
し
て
い
た
が
、
性
に

ま
つ
わ
る
信
仰
や
祭
り
は
、
実
は
日
本
各
地
に
存
在

し
、
今
日
で
も
残
さ
れ
て
い
る
。
愛
知
県
・
田
県
神
社

の
豊
年
祭
（
三
月
十
五
日
）
で
は
、
大
男
茎
形
（
お
お

お
わ
せ
が
た
）
と
呼
ば
れ
る
男
根
形
の
巨
大
な
御
輿

を
担
い
で
、
男
た
ち
が
練
り
歩
く
。
巫
女
た
ち
も
男
根

の
形
の
も
の
を
持
っ
て
歩
き
、
こ
れ
に
触
れ
る
と
子

ど
も
を
授
か
る
と
い
う
。
文
化
人
類
学
の
研
究
者
ら

と
と
も
に
こ
の
祭
り
を
見
学
し
た
際
、
沿
道
は
見
学

者
や
、
巫
女
た
ち
の
持
つ
男
根
に
触
れ
よ
う
と
す
る

人
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
活
気
に
満
ち
て
い
た
。 

　
田
県
神
社
の
祭
神
は
五
穀
豊
穣
と
子
宝
の
神
で
あ

る
御
歳
神
と
玉
姫
神
で
あ
り
、
境
内
に
は
男
根
型
の

石
も
随
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
近
隣
の
愛
知
県
犬

山
市
大
懸
神
社
の
豊
年
祭
で
は
、
女
陰
を
か
た
ど
っ

た
山
車
が
練
り
歩
く
。
女
性
と
男
性
の
性
の
営
み
は
、

豊
穣
と
出
産
を
招
来
す
る
行
為
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
、

性
を
テ
ー
マ
に
し
た
祭
り
に
結
び
つ
い
て
い
る
。 

　
飛
鳥
坐
神
社（
奈
良
県
明
日
香
村
）の
お
ん
だ
祭（
二 

月
の
第
一
日
曜
日
）
で
は
、
神
楽
殿
を
舞
台
と
し
て
、

夫
婦
の
営
み
が
上
演
さ
れ
る
（
写
真
１
）。
祭
り
の
第

一
部
は
五
穀
豊
穣
を
願
う
御
田
植
神
事
で
、
牛
を
使

っ
た
田
植
え
の
様
子
が
演
じ
ら
れ
、
第
二
部
で
は
、
天

狗
と
お
多
福
に
よ
る
夫
婦
和
合
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

夫
が
妻
の
上
を
ま
た
い
だ
り
、
紙
で
下
半
身
を
ふ
く

仕
種
が
あ
っ
た
り
と
、
か
な
り
直
接
的
な
描
写
だ
が
、

決
し
て
淫
靡
な
雰
囲
気
は
な
く
、
明
る
く
ユ
ー
モ
ア

に
満
ち
て
い
る
。
や
は
り
、
文
化
人
類
学
者
や
宗
教
学

者
の
グ
ル
ー
プ
で
見
学
し
た
際
に
は
、
見
物
席
を
確

保
す
る
の
も
大
変
な
ほ
ど
の
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

こ
の
神
社
は
、
普
段
は
明
日
香
村
の
一
角
に
あ
る
ひ 

“まつり”と 性  

佐伯 順子　　Written by Junko Saeki　同志社大学教授

あ
す
か
に
い
ま
す 

い
ん  

び 

【写真１】飛鳥坐神社のおんだ祭における夫婦和合のパフォーマンス。使用した紙が見物人
にまかれ、持ち帰ると福が来るという 

Ⅱ 地域のコミュニティを支える“まつり”の力 



 



 




